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ゼミ活動報告 

「ディベート大会②」 

中川 亜也羽 

二日目のディベート大会についてゲッティーが報告します。朝は 9時から論題の一つ目、

お昼休憩をはさんで 1時から論題の二つ目、といったスケジュールでした。みんな時間が

あまりない中、合宿の前にはチームで集まり、合宿の一日目の夜はお酒も控えて深夜まで

話し合いをおこなっていました。1回戦は 1期生チームVSB.F.Pチームは 1期生が勝利、

ラブマネチーム VSリスクラバーズチームはリスクラバーズが勝利、という結果になりま

した。そして 2回戦の 3位決定戦はラブ

マネチームが勝利、決勝はわたしたちリ

スクラバーズが勝利しました！写真は 1

回戦のリスクチームの様子と、決勝戦の

様子です。判定はディベートをしていな

い残りの人たちで投票という形式をとり

ました。 

実際にディベートをしてみて、こうい

う反論がくるだろうなと予想していても

緊張も相まって動揺してうまく答えられ

なかったり、全く予想もしていなかった

反論がかえってきて答えにつまってしまったり、ということもたくさんあるんだと実感し

ました。でも一番大事なのは、自分の論理が実際に正しいか間違っているかに関わらず、

自信をもって堂々と答えることも勝利への要因となるのかなと思いました。わたしが他の

チームのディベートの対決を見ていても、自信をもってはきはきと最後まで答えていたチ

ームがやっぱり印象により強く残っていました。そして、宮川先生がおっしゃっていた、

結論を必ず先に言うことや、「理由は

三つあります。」といった風に論理的

にかつ分かりやすく話す、というの

を散々今まで教えていただいてきま

したが、実際のディベートの場で活

用するのは難しいなあと感じました。

これからのゼミにおける議論の場で

も意識して使えるようにしたいです。

このディベート大会は勝ち負けに関

わらずとてもいい経験となりまし

た！ 

機会があればぜひもう一度したいです！ 


